
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
を

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
を

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
を

家族や仲間の交流を深め、健康促進を！

連合四国ブロック代表　
連合香川森会長があいさつ

各構成組織から１０５人が参加

組合員やその家族で楽しんだ
運動会・抽選会 連合徳島の代表として森本会長があいさつ

連合本部代表 山根木総合
組織局長があいさつ

徳
島
労
働
局
と
労
働
問
題

連
絡
協
議
会
を
開
催

18
～
19
年
運
動
方
針
を
補
強

連合徳島
３地協 合同運動会を

開　催

小学生による選手宣誓

12月10日（月）  2019春季生活闘争徳島県共闘会議
　　　　発足総会　（労働福祉会館別館５階ホール）
12月11（火）～12日（水）　全国一斉なんでも相談
　　　　ダイヤル（連合徳島会議室）
12月23日（日・祝）  連合徳島地域ユニオン
　　　　第10回定期大会（連合徳島会議室）
2019年1月8日（火）  
2019連合徳島新年旗開き（徳島ワシントンホテル）

◎

◎

◎

◎

　

連
合
徳
島
は
、２
０
１
８
年
11

月
27
日
、徳
島
市
の
阿
波
観
光
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、「
次
の
飛
躍
へ 

確
か
な
一
歩
を
」を
テ
ー
マ
に
、

来
賓
・
役
員
・
代
議
員
等
１
０
５

名
が
出
席
し
、連
合
徳
島
第
30
回

中
間
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

新
居
会
長
代
行
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
続
き
、全
水
道
・
渡
邊
代

議
員
、電
機
連
合
・
良
田
代
議
員

を
議
長
団
に
選
出
し
た
。

　

連
合
徳
島
を
代
表
し
て
森
本

会
長
か
ら
「
西
日
本
豪
雨
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
お
よ
び
徳
島

駅
前
で
の
カ
ン
パ
活
動
」で
の
協

力
に
感
謝
を
述
べ
、「『
ク
ラ
シ
ノ

ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
』の
街
宣
活
動
で
長
時
間
労

働
撲
滅
に
向
け
て
『
高
度
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
高
プ
ロ
）』

『
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
』に

つ
い
て
、問
題
点
を
指
摘
し
な
が

ら
法
案
反
対
を
訴
え
て
き
た
が
、

結
果
と
し
て
『
高
プ
ロ
』が
残
っ

た
ま
ま
法
案
は
成
立
し
た
。今
後

は
、『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
』

『
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
』が
確

立
さ
れ
た
職
場
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い

く
。」と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、連
合
本
部
・
山
根
木

総
合
組
織
局
長
、連
合
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
を
代
表
し
て
連
合
香
川
・
森

会
長
、徳
島
県
・
後
藤
田
副
知
事
、

立
憲
民
主
党
徳
島
県
連
・
藤
本
事

務
局
員
、国
民
民
主
党
徳
島
県

連
・
加
村
組
織
委
員
会
委
員
長
、

社
会
民
主
党
徳
島
県
連
合
・
中
野

副
代
表
、労
働
福
祉
事
業
団
体
を

代
表
し
て
、四
国
労
働
金
庫
・
寺

西
徳
島
営
業
本
部
長
、連
合
徳
島

推
薦
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
各
議

員
か
ら
、連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を

受
け
た
。

　

報
告
事
項
で
は
執
行
部
か
ら
、

２
０
１
８
年
度
活
動
経
過
報
告

（
島
事
務
局
長
）、２
０
１
８
年
度

一
般
会
計
報
告
（
小
谷
財
政
局

長
）、２
０
１
８
年
度
会
計
監
査

報
告
（
松
本
会
計
監
査
員
）、組
織

財
政
検
討
委
員
会
報
告
（
新
居
委

員
長
）が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

　

議
事
で
は
、島
事
務
局
長
が

〈
第
１
号
議
案
〉２
０
１
８
│
２

０
１
９
年
度
連
合
徳
島
運
動
方

針
補
強
（
案
）『
総
論
で
は
、次
の

飛
躍
に
向
け
て
、２
年
間
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て「
働
く
者
、

生
活
者
の
立
場
に
立
っ
た
政
策

を
実
現
す
る
力
を
磨
く
」「
組
織

力
を
維
持
強
化
し
、運
動
の
推
進

を
高
め
る
」、各
論
で
は
、①「
組

織
強
化
を
進
め
、３
年
後
の
『
１

０
０
０
万
連
合
』実
現
に
全
組
織

が
結
集
し
、社
会
連
帯
を
高
め
て
、

次
代
の
運
動
へ
の
橋
渡
し
と
な

る
２
年
と
す
る
」②「
非
正
規
雇

用
労
働
者
・
未
組
織
労
働
者
・
若

者
の
支
援
と
労
働
相
談
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
よ
る
対
応
強
化
」③

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
に
向
け
た
政
策
・
制
度
実
現
の

取
り
組
み
」④「
労
働
条
件
の
底

上
げ
・
社
会
的
横
断
化
の
促
進
と

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実

現
」⑤「
男
女
平
等
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
」⑥
政
策
実

現
に
向
け
た
政
治
活
動
の
強
化
」

⑦「
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実

現
」』の
主
要
課
題
７
点
に
つ
い

て
提
起
し
た
。続
い
て
、小
谷
財

政
局
長
か
ら
第
２
号
議
案
２
０

１
８
年
度
連
合
徳
島
一
般
会
計

剰
余
金
処
理
（
案
）、２
０
１
９
年

度
連
合
徳
島
会
計
予
算
（
案
）に

つ
い
て
提
案
し
質
疑
討
論
の
後
、

満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、自
治
労
徳
島
県
本

部
・
中
川
代
議
員
か
ら
、「
自
治
体

職
員
の
自
然
災
害
及
び
非
常
事

態
に
対
す
る
労
働
時
間
の
上
限

規
制
に
つ
い
て
」ま
た
、地
域
ユ

ニ
オ
ン
・
掛
尾
代
議
員
か
ら
、「
労

　

２
０
１
８
年
10
月
21
日
吉
野

川
河
川
敷
で
連
合
徳
島
・
３
地

協
合
同
秋
の
大
運
動
会
を
開
催

し
、
連
合
徳
島
組
合
員
と
そ
の

家
族
約
４
５
０
人
が
参
加
し

た
。
昨
年
は
台
風
の
た
め
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
今
年

は
秋
晴
れ
の
絶
好
の
運
動
会
日

和
だ
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
小
学
生
男
女

二
人
が
元
気
な
声
で
選
手
宣
誓

を
行
い
、
競
技
が
始
ま
っ
た
。

　

運
動
会
は
パ
ン
食
い
競
争
、

玉
入
れ
、
鳴
門
の
渦
潮
、
防
災

グ
ッ
ズ
探
し
、
綱
引
き
な
ど
大

人
や
子
ど
も
が
共
に
楽
し
む
競

技
で
構
成
さ
れ
、
大
き
な
歓
声

が
会
場
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。

最
後
の
競
技
「
選
抜
対
抗
リ
レ

ー
」
で
は
、
子
ど
も
だ
け
の
チ

ー
ム
編
成
に
よ
る
リ
レ
ー
も
行

っ
た
。
選
抜
対
抗
で
は
、
今
年

か
ら
第
５
・
第
６
走
者
が
他
の

走
者
と
同
じ
く
半
周
走
る
と
い

う
ル
ー
ル
に
変
更
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
良
く
頑
張
る
姿
は
最
高

だ
っ
た
。

　

大
抽
選
会
で
は
、
昨
年
の
景

働
相
談
対
応
の
強
化
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
」要
請
が
あ
っ
た
。

　

第
４
号
議
案
・
第
19
回
統
一
地

方
選
挙
立
候
補
予
定
者
の
推
薦

に
つ
い
て
、大
谷
副
会
長
か
ら
報

告
・
提
案
、第
19
回
統
一
地
方
選

挙
お
よ
び
第
25
回
参
議
院
議
員

選
挙
で
の
勝
利
に
向
け
た
特
別

決
議
（
案
）を
連
合
徳
島
青
年
委

員
会
小
畑
委
員
長
か
ら
提
案
、大

会
宣
言
（
案)

を
藤
田
副
会
長
が

提
案
し
、す
べ
て
の
提
案
を
満
場

の
拍
手
で
採
択
し
た
。

　

尾
関
副
会
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
の
後
、新
居
会
長
代
行
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
中
間
期
大
会
を

終
了
し
た
。

　

連
合
徳
島
は
、
２
０
１
８
年

10
月
２
日
、
徳
島
労
働
局
と
の

労
働
問
題
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
、
森
本
会
長
を
は
じ
め
五
役

13
名
が
参
加
し
た
。

　

徳
島
労
働
局
、
連
合
徳
島
双

方
か
ら
、
代
表
挨
拶
の
後
、
主

要
政
策
や
課
題
を
説
明
し
、
そ

の
後
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。 

　

連
合
徳
島
の
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
参
加
者
全
員

が
発
言
し
、
働
き
方
改
革
関
連

法
の
施
行
を
控
え
、
長
時
間
労

働
の
削
減
を
進
め
て
い
く
こ
と

や
、
賃
金
未
払
い
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
労
働
相
談
に
、
労
働

行
政
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
を
求
め
た
。

　

鈴
木
徳
島
労
働
局
長
を
は
じ

め
各
部
室
長
か
ら
は
、
連
合
徳

島
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
評
価

品
も
含
め
、
多
く
の
当
選
番
号

が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
の
ス
ム
ー
ズ
な
競

技
運
営
に
よ
り
大
き
な
ケ
ガ
も

い
た
だ
く
と
共
に
、
県
内
事
業

主
に
法
令
の
遵
守
を
強
力
に
働

き
か
け
る
な
ど
、
労
働
行
政
と

し
て
監
視
・
監
督
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
健
康
増
進

の
目
的
を
果
た
し
、
家
族
や
組

合
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
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２０人に修了証書交付

県民にビラとティッシュを配布 プラカードを持って道行く人にアピール

２０人に修了証書交付

連合本部山本副事務長があいさつ 徳島県中小労働対策本部幹事１０人が参加

パネルディスカッション

中
国
Ｋ
ｏ
ｙ
ｏ
光
洋（
無
錫
）密
封
科
技
有
限
公
司
を
見
学

●

人
間
ら
し
い
仕
事
実
現
求
め

　
徳
島
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル
行
動

長
時
間
労
働
の
是
正

第２回ボランティア・サポートチーム養成講座

│
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
全
国
一
斉
行
動
│

│
過
労
死
等
防
止
月
間
啓
発
│

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

　
　
　
結
成
25
周
年
記
念
事
業

男
女
平
等
に
お
け
る
課
題
、

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
方
針
を
説
明

連合本部と連合熊本の
災害発生時の対応を学習

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」徳
島

駅
前
行
動
を
２
０
１
８
年
10
月
16
日

に
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
開
き
、「
最
低

賃
金
」「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」

「
ア
ク
シ
ョ
ン
36
」
を
テ
ー
マ
に
連

合
徳
島
各
構
成
組
織
等
か
ら
39
名
が

参
加
し
、
街
頭
宣
伝
・
ビ
ラ
配
り
を

行
っ
た
。

　

冒
頭
、連
合
徳
島
森
本
会
長
か
ら
、

「
連
合
は
、働
き
方
改
革
関
連
法
案
を

視
野
に
入
れ
、職
場
環
境
の
改
善
や

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
、組
合

の
な
い
職
場
で
も
し
っ
か
り
と
定
着

さ
せ
る
た
め
、『
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！

36
』と
銘
打
っ
た
運
動
を
展
開
し
て

い
る
。徳
島
県
内
で
も
労
働
力
人
口

が
減
少
し
て
い
く
中
、誰
も
が
参
画

可
能
な
雇
用
環
境
を
構
築
し
、国
民

生
活
の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
た
め

に
は
、働
く
者
の
多
様
な
価
値
観
に

対
応
す
る
働
き
方
の
実
現
と
生
産
性

の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、人
手
不
足

が
深
刻
さ
を
増
し
、働
き
方
改
革
関

連
法
案
が
成
立
し
た
中
、個
別
企
業

労
使
に
と
っ
て『
人
材
の
確
保
・
定

着
』と『
人
材
育
成
』に
職
場
の
基
盤

整
備
が
従
来
以
上
に
重
要
課
題
と
な

る
。特
に
、長
時
間
労
働
の
是
正
や

『
同
一
労
働
同
一
賃
金
』の
実
現
は
産

業
実
態
に
適
合
し
た
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
た
め
、産
業
全
体
と
し
て

実
現
し
た
い
姿
を
共
有
し
た
上
で
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
そ

の
際
に
は
、企
業
規
模
や
特
定
の
業

種
に
よ
っ
て
取
り
組
み
の
濃
淡
や
負

担
感
の
偏
在
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、非
正
規
労
働

者
の
雇
用
安
定
、安
心
し
て
育
児
・

介
護
・
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
可
能

と
す
る
な
ど
の『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
』実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
、連
合
徳

島
は
、す
べ
て
の
職
場
で
働
く
者
が

人
間
ら
し
い
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事

に
就
く
こ
と『
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
』の
実
現
と『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
』の
推
進
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
を
推
し
進
め
て
い
く
」

と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、官
公
労
か
ら
公
務
労
協

大
谷
議
長
、連
合
徳
島
青
年
委
員
会

渡
邊
幹
事
、労
働
福
祉
団
体
か
ら（
公

社
）徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
川

越
会
長
、国
民
民
主
党
徳
島
県
総
支

部
連
合
会
か
ら
中
野
北
島
町
議
会
議

員
、が
登
壇
し
、「
公
務
員
の
人
口
比

率
の
少
な
さ
」「
思
い
や
り
・
優
し
さ

の
あ
る
社
会
づ
く
り
」「
労
働
福
祉
団

体
の
事
業
紹
介
」「
誠
実
な
政
治
の
大

切
さ
」な
ど
を
訴
え
た
。

　

２
０
１
８
年
11
月
16
日
〜
17
日
、

高
知
市
三
翠
園
に
お
い
て
、
連
合
２

０
１
９
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
会
議
が

開
催
さ
れ
、
本
部
及
び
各
県
か
ら
34

人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
井
上
連
合
高
知
女
性

委
員
会
委
員
長
が
、「
雇
用
機
会
均

等
法
が
施
行
さ
れ
て
32
年
が
経
過
し

た
が
、
雇
用
の
分
野
で
平
等
な
社
会

が
で
き
た
の
か
。
女
性
が
男
性
に
あ

わ
せ
ら
れ
て
来
た
だ
け
だ
。
本
当
の

機
会
均
等
を
図
る
た
め
取
り
組
ん
で

行
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。続
い
て
、

連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
折

田
連
合
高
知
会
長
が
、「
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
に
対
抗
し
て
行
く
た
め
に
も
、

新
し
い
運
動
、
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る

し
か
な
い
。
そ
の
た
め
の
課
題
が
、

男
女
平
等
参
画
運
動
だ
と
考
え
て
い

る
。
男
女
平
等
参
画
の
課
題
は
、
女

性
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
が
、
主
体

的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
山
本
連
合
本
部
副
事
務

局
長
か
ら
、「
連
合
は
労
働
政
策
審

議
会
、
雇
用
環
境
・
均
等
分
科
会
で
、

職
場
の
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
応
で
き
る
対
応
で
き
る
包
括
的
な

施
策
、
禁
止
す
る
規
定
が
必
要
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
意
見
反
映
を
行
っ

て
い
る
」
と
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
に
つ
い
て
の
現
在
の
連
合
の
取

り
組
み
を
説
明
。「
本
日
の
会
議
で

み
な
さ
ん
が
学
び
・
感
じ
た
こ
と
を

職
場
に
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

生
の
声
を
連
合
の
運
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
研
修
で
は
、

松
野
部
長
か
ら
、
男
女
平
等
政
策
に

関
連
す
る
法
制
度
、
仕
事
の
世
界
に

お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
小
倉
次
長
か
ら
は
、
２
０
１

９
春
季
生
活
闘
争
方
針
、
男
女
平
等

課
題
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
事
象
が
起
こ
っ
た
場
合
、

事
業
主
に
何
を
求
め
る
の
か
、
ま
た
、

労
働
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
各
県
か
ら
の
活
動
報

告
、
女
性
委
員
会
役
員
会
の
開
催
方

法
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
閉
会

と
な
っ
た
。

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
徳
島
駅

前
行
動
を
２
０
１
８
年
11
月
２
日
に

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
開
き
、
各
構
成
組

織
か
ら
25
人
が
参
加
し
、街
頭
宣
伝
・

最
低
賃
金
の
ビ
ラ
配
り
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
森
本
会
長
か
ら
、

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で
あ
る
こ

と
を
周
知
し
た
あ
と
、「
政
府
は
７

月
24
日
に
『
過
労
死
等
の
防
止
の
た

め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
』
を
閣
議

決
定
し
た
。
過
労
死
等
の
事
案
分
析

や
調
査
・
研
究
、
過
労
死
等
防
止
の

重
要
性
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
な
ど

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

制
度
が
新
た
に
明
記
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
労
働
時
間
の
客
観
的
な
把
握
な

ど
長
時
間
労
働
削
減
に
向
け
た
労
働

行
政
機
関
等
に
お
け
る
対
策
や
職

種
・
対
象
者
別
の
対
策
も
盛
り
込
ま

れ
た
事
な
ど
は
過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
法
が
制
定
さ
れ
て
以
降
の
着
実

な
実
績
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
評

価
す
る
。
労
働
時
間
管
理
と
と
も
に
、

36
協
定
の
適
正
化
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
等
、
過
労
死
の
防
止
に
向

け
て
職
場
の
労
働
組
合
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
い
。
連
合
徳
島
は
新

た
な
『
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の

対
策
に
関
す
る
大
綱
』
を
契
機
に
組

合
員
の
総
力
を
挙
げ
て
、
ア
ク
シ
ョ

ン
36
の
推
進
な
ど
過
労
死
等
ゼ
ロ
に

向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

く
」
と
強
く
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
民
間
大
手
部
会
鎌
谷
事

務
局
長
、（
公
社
）
徳
島
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
川
越
会
長
、
国
民
民
主

党
徳
島
県
総
支
部
連
合
会
中
野
北
島

町
議
会
議
員
よ
り
「
過
労
死
防
止
」

「
労
働
福
祉
団
体
の
取
り
組
み
」「
国

民
民
主
党
の
政
策
」
を
述
べ
た
。

　

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部
は
結

成
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
２
０

１
８
年
11
月
３
日
か
ら
４
日
間
、
中

国
江
蘇
省
無
錫
市
を
訪
れ
、
光
洋

シ
ー
リ
ン
グ
テ
ク
ノ
株
式
会
社
無
錫

工
場
の
Ｋ
ｏ
ｙ
ｏ
光
洋
（
無
錫
）
密

封
科
技
有
限
公
司
【
Ｋ
Ｗ
Ｋ
】
を
見

学
し
た
。
当
本
部
の
幹
事
10
名
が
参

加
し
た
。

　

２
０
０
２
年
１
２
月
、
中
国
無
錫

に
光
洋
シ
ー
リ
ン
グ
テ
ク
ノ
㈱
１
０

０
％
出
資
で
、
光
洋
（
無
錫
）
密
封

科
技
有
限
公
司
を
設
立
し
、
２
０
０

４
年
４
月
Ｗ
ｈ
ｅ
ｅ
ｌ　

Ｂ
Ｒ
Ｇ.

用
泥
水
シ
ー
ル
工
場
、
２
０
０
８
年

８
月
増
設
し
た
軸
シ
ー
ル
工
場
の
生

産
を
開
始
し
た
。
２
０
１
１
年
１
月

ま
で
は
す
べ
て
の
原
材
料
は
日
本
か

ら
輸
入
し
、
全
製
品
を
日
本
へ
輸
出

し
て
い
た
。
生
産
コ
ス
ト
削
減
、
現

地
企
業
に
よ
る
受
注
な
ど
の
需
要
が

あ
り
、
２
０
１
１
年
２
月
中
国
国
内

販
売
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

現
在
、
無
錫
工
場
は
従
業
員
が
３

７
０
人
、
平
均
年
齢
32
歳
、
２
班
２

交
代
勤
務
体
制
で
、
軽
量
・
コ
ン
パ

ク
ト
・
省
資
源
、
最
適
な
リ
ッ
プ
構

造
で
、
高
密
封
性
の
オ
イ
ル
シ
ー
ル

を
製
造
し
て
い
る
。
現
場
に
は
４
Ｓ

（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
）
運

動
を
徹
底
さ
せ
、
安
全
で
、
健
康
な

職
場
づ
く
り
、
そ
し
て
生
産
性
の
向

上
を
め
ざ
す
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

安
全
衛
生
配
慮
に
耳
栓
の
装
着
、
在

庫
部
品
管
理
に
平
面
図
ボ
ー
ド
の
設

置
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
伺
い
、
社

員
が
イ
キ
イ
キ
と
働
き
、
整
然
と
し

た
現
場
に
感
心
し
た
。
中
国
政
府
は

２
０
３
０
年
に
国
内
で
の
ガ
ソ
リ
ン

車
販
売
を
禁
止
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
、
世
界
市
場
は
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
車
）
時
代
に
本
格
突
入
す
る
こ
と

と
な
る
。
日
本
企
業
は
こ
の
転
換
に

応
え
る
た
め
に
、
商
品
開
発
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

意
見
交
換
で
は
、
人
件
費
高
騰
の

対
応
に
は
、
手
作
り
作
業
を
減
ら
し
、

自
動
化
率
を
高
め
る
こ
と
、
従
業
員

同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
罰
則
付
き

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
公
平
に

対
処
す
る
こ
と
、
地
元
の
公
安
と
消

防
の
立
場
に
よ
り
生
じ
た
正
反
対
の

　

２
０
１
８
年
10
月
27
日
、
徳
島
県

労
働
者
福
祉
会
館
５
０
２
会
議
室
に

て
、
連
合
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）
養
成
講

座
第
５
講
座
・
修
了
式
を
開
催
し
、

構
成
組
織
等
か
ら
19
名
が
参
加
し
た
。

「
連
合
本
部
と
連
合
熊
本
の
災
害
発

生
時
の
対
応
」
に
つ
い
て
、
連
合
本

部
山
根
木
総
合
組
織
局
長
と
連
合
熊

本
佐
々
木
事
務
局
長
を
パ
ネ
ラ
ー
に

お
招
き
し
、
連
合
徳
島
島
事
務
局
長

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

連
合
本
部
山
根
木
総
合
組
織
局
長

か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
の
２

０
１
１
年
３
月
11
日
か
ら
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
３
月
31

日
ま
で
の
苦
労
と
、
活
動
修
了
ま
で

の
６
か
月
間
を
時
系
列
で
説
明
。
ま

た
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
３
県
で
の

活
動
拠
点
作
り
の
場
所
確
保
の
大
切

さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る

心
構
え
の
重
要
性
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
の
「
３
つ
の
原
則
」「
６
つ
の
す

る
こ
と
・
し
な
い
こ
と
」
を
理
由
と

と
も
に
周
知
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
連
合
熊
本 

佐
々
木
事

務
局
長
か
ら
は
、
熊
本
地
震
の
特
徴

と
被
害
状
況
の
説
明
の
後
、
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
の
立
ち
上
げ
か
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
第
９
陣
ま
で
の
１
，
６
１

５
名
を
受
け
入
れ
た
取
り
組
み
を
述

べ
た
。
ま
と
め
で
は
、
他
人
を
助
け

る
た
め
に
も
、
ま
ず
自
分
が
生
き
る

こ
と
を
考
え
て
「
共
助
は
自
助
を
前

提
と
す
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

修
了
式
で
は
、
森
本
会
長
よ
り
参

加
者
へ
受
講
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
学
ん

だ
経
験
を
活
か
し
被
害
を
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
活
躍
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
受
講
修
了
証
授
与
に

当
っ
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に
、

連
合
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
Ｖ
Ｓ
Ｃ
）國
見
代
表
よ
り
、

「
大
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
に
対
処

す
べ
く
来
年
度
も
Ｖ
Ｓ
Ｔ
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
第
18

期
連
合
徳
島
Ｖ
Ｓ
Ｔ
養
成
講
座
を
閉

会
し
た
。

指
摘
対
策
に
追
わ
れ
た
こ
と
な
ど
の

質
疑
を
交
わ
し
た
。

　

今
回
の
見
学
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
進
め
る
中
、
企
業
成
長
の

た
め
に
、
海
外
進
出
を
展
開
し
た
日

本
企
業
の
現
状
を
知
り
、
商
品 

・ 

製
造 

・
開
発 

・
販
売
な
ど
多
く
の

「
現
地
化
」
か
ら
人
材
の
現
地
化

（
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
）
に
成
功
し

た
日
系
企
業
の
姿
に
感
服
し
た
。
貴

重
な
経
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。
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